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１．概要（Summary） 
本研究では、新規発光性液体の開発に成功した。この

材料は容易に基板等での塗布による薄膜作成が行える。

本研究では、その薄膜状態での薄膜の界面状態や発光

特性評価を行ったので、報告する。 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
エリプソメータ（溝尻光学社製,DHA-XA/M8） 
触針式表面形状測定器（ULVAC 社製, DekTak8） 

【実験方法】 
本研究材料である液体を、石英基板にキャストすること

で発光性の薄膜を形成し、その膜厚を Dektak8 やエリプ

ソメータにて測定した。その後、膜厚や光学特性評価を行

った。 
【実験方法】 

本研究材料を有機溶媒に溶解後、石英基板にキャスト

することで発光性の薄膜を得、その膜厚を Dektak8 にて

測定した。その後、膜厚や光学特性評価を行った。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 本研究にて開発した発光性π共役分子は、室温にて液

体である非常に珍しい材料である (Fig. 1)。 

 
Fig. 1 Molecular Structure and photograph of 1. 
 
この液体より調製した薄膜は、触針式表面形状測定器を

使用した結果、数 μm の厚さを有することが確認された。

また、エリプソメータにより屈折率測定を試みたが、現在測

定条件の検討中である。 
 さらに、本液体は塩化水素蒸気を曝露することで、その

発光色が青色から黄色へと変化することがわかった (Fig.  
2)。これらは、分子内の imino-N 原子がプロトン化される

ことで、その電子状態が大きく変化したためであると考え

られる。 

 
Fig. 2 Photographs of coated films of 1 under (a) 
room light and (b) 365 nm and 1 exposed to HCl 
vapor within two quartz plates under (c) room 
light and (d) 365 nm. 
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